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分科会 .小 4 ‐
▲ ‐国語を中心に

児童のやる気を育てる電講:Q講舞指導 、

一課題の追求 と相互作用の活用を通して～

愛知桑番日井市餌 出4専戦 松 原 克 彦

1. はじめに

本校では昨年度より児童のやる気を育てる学習指導に取 り組んできた。、まi r

かし、本絞では学年が進むにつれて、授業への参加度が低 くなる傾向がある.

そこで私は、あらゆる学習の基礎 となる読む力を児童につけさせ参加度を高

めるため、昨年度より国語の読解指導の実践を進めてきた。この記録は、そ

の実践の一端である。

2.実践のね らい

研究主麗のサプテーマである「 課覇め追求 と相互作薦の活用 Jをすること

鐵、まず下記のようなねおいを持つている。

つ課轟 :こ 対し、児童がそ義を理解Li=瑳尋考え奪持うこ

争轟爾鍾対する意見を、晃童凄l′
五・鷺`まこ交流させること.

0琵蒙∫乳奪募こきにによ

'、

1・ 鰹誌董奪彗磐萎貯蓼霧観じ顎≧プ
=し

ていくこ

・これら鉾ねらいが達成されるユとによ警、さらな次のよ

す碁ことを鋼待している。

。児童勢参加麗を高める。

。児童のやる気を典通し、学習意欲を高め、る。

。優の育成をはかる。

●基礎学力を高める。

国語の読解指導の授業実践に対する仮説

上記のねらいをふまえ、私は国語の読解指導に対しゝ効果が上がるだろう

A… 2-1

ぶ彗

と。

参なね もいが実現



という条件を次のように考えた.                  ・

(1)課題にづいて

,児童が複数の意見 (解釈 )を 出せる,よ ぅな課題を、常に教師が護定する

こと。

。その複数の意見に対し、教師は児童に常に文章に基 づいた根拠の説明を

求めていくこと。

当然のことであるが、 1つの意見にまとまるような単純な課題では、児

童の思考は深まらない.理解の深化拡充をはかるためには、複雑で様々な

意見が児童より出され、それらをは,き りさせるために、文章に基づいた

根拠驚探させ考 為させていくこ書が大切である。根拠が明確な意見は、児
ノ

童の話し合いの中で残 り、深められていくが、それが不明確なものは、話

し合いの中で消 されていく。・霧道の立つた意見 を整理していける課題によ

り、児童は思考を深めていくのである。

121 相互活動について

。課題にそい、教師の意図した相互作用の方法が、指導遇程の中で適切に

配置 されていること。

課覇に対する条件 を満たしただけでは、国語の読解指導の効果は望めな

い。そこには、課題 を意識した上での発間と、それに見合つた教師の意饉

詢な相互作躍の配置が必要である。その上に、指導過程に於いて、次の流

れを私は意識している。

A 課題に追つていく補助発間

B 課題に対する中心発間

C 意見に対する根拠説明要求

原則釘には、 ことにしている二発表に関し

・A-2-2

発闘 |

= 
発間

二賛真聾〒
答

3‐

発闘 個の受け取[り と

轟 
児〒属長晏T流

こ́

帰
  lil予

見

この図つ流れで読解指導を行う



ては́、毅舗対蠅董だ導でなく、蠅量対鷺董も含まれている。.こ の流れ参鱗

後に於いて、読みの機導を適宣入れていくことは言 うまでもない。ムの段

階でバズを入れるのI・t、 種薫 癬徹底めためであり、鷺磯殴階では、尊見を

多数銀させるため、そして響では、意見募轟轟ξ鑽撼為り、饉騨轟轟義轟豊
.

をおせ轟亀路で轟碁義また鵬 奪゙で鑑轟分幸意見 をグル…プ簿響で発鐵さ

鸞轟こととこよ移峰壺繁券壌で発表することへ俸畿抗 をやわ らギ轟驚義 密持

(鋳 鑽灘実mの鉦醗

藪主斃幾勢 をふ重なること義よ秒、次参ような畿議 を私 1/t竃 てた套

夢よい難朧 と、轟轟舞な権互作糞鈴溝露 :こ より、児童は、文章奪中の一

・つ秒とつの言葉に心を配 り、難意深 く文を読ネ取 るようになる。 J

4,轟 講参援業で参実轟擁

{li 二太 とタスキ難し警ぽ モ髭村、 懲奪血 》痒実議鋼

ア.攣甦鍮轟機

。文章を轟尋、そ侍文かわ籍嚢 毅悪い浮かべることができる拳

。文章豊読み、そ寺登場入議参え擁像 をまとめることができる。

イ.撥導露
‐
卜璽 轟 モ8時 甕完了 )

ク・ 本時玲指導 鶴

鉾 本時の轟懸

○二太券とった簿軸 を畿轟戦 ジ、その状轟む圃撃できる書

幸灘本し亀亀申を、お驚い韓鰺 警、状麗静鐘饉聾撼 を文掌 驚議し驚緩

拠 :こ よ滲麟聯す辱ことがでお巻壽

鋳 本時鋤諄饉 と鷲童の反落

議轟 :ま 、三太・タヌキ・おとラ・ 典島鈴位置襲線を甕示す懲とい う

ことである。それに追るため:こ 数の機動発闘をした。

「 三太っ位置からタヌキな見 えたか。 J

′Fお とうは擁 をねらつていなか。 J

「 1期 轟難縄を見ていたか。 』

,真 ∵鸞…3



以上のことをおさえてぉいて、課題のたりに次の中心発l間 をしな。

「 二太・タヌキoお とう。山鳥の位置を図示しなさい。 J

児童の反応.撃 大きく分けて二つであつたo下記の例示のよう「総れる。

この 3つ鍮醗を検討 さⅢせたも、 鍵の図がやは ,満去さ
゛
れた。その理

由としては、「 夕丼キが三太の前にいては、三太がタスキに気づいて

しま多か ら。 Jと 、「 おとうはタメキをね らつてい為紗だから、もし

タスキが三太の前にいたら、おとうは三太にあぶない、どけっ、 と言

うなずだ。 Jな どとい うのが意見の襲拠 としてあげられた。

次に b、 cの機の検討に入つたが、 cの 機が全体網蕉 多数の支持が

あつた。「 二太がとびだしてきたのだから、やは ,タ ヌキは三太の後

、 らにいなのだ。 Jと「 お議がこつちにこなければとい うのからゝ三太

はあたつた後 ろのタメキのしつぽをとつたのだ。 」というのが、主な

意見の根拠だつた。それに対し bの 図は少数の支持であった。「 山鳥

鐘タヌキを見て本鍾とまつた鉾だから、二太錯後ろにいる必要はない轟

としヽ ラ命と、梅 ま摯に近か.っ たのでといデわか,怒三大む罐ぱ記職たつ

総漱なか理 という意見であった。それに対し、「 おとうが轟の前ゝ

それも地面目がけて というところから、やは ,タ ヌキは三太の後ろに

いたのではないか。 Jと い うところで時間切れとな り打ち切つた。

工 授業実機の考察

この課題は、情景を思い浮かべて、 とい うこの単元の目標にそつて考

えたものである。文章には躍者の明確な位置はぶ されていない。三太の

A… 2-4
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ｆ
ム
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え
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作文の中心となるタスキ狩 りの様子をi児童にイメージ化させるにはゝ

文章から読み取つたものを鏑示させるのが一番良いのではないかと考え

たのである。併せて、次時撻こ勢琴警華了:.I■1?臀
き警澱

晉書芋下γ
｀

くこと:こ より、そ簿入密像を考えさせる手がか警になればおも考えた。

機動発鷲:よ 、鐸驀敬蠅量が抵抗なく受け入れられるよう考えたもので

轟る。本文を少し鏡薫深く轟蕊ないと、考えられないような問騒鐘して

轟る。こ中轄義羅菫鋳難義二人バズを箋羅したところ、鸞鷺鋳挙手も多

くなった。

春心発薄まこ対する見童の意見を豊擦参壌で発表させる競:こ Ъグループ .

で轟々攀意見を難さ
会させたとこ心「 爾じ意見だJと か、子

″
少 し進 うぞ J

といテよ幸な声が轟が渉てお`為。発表織諄も.幾分惨意見欧言いないが

亀轟鍾ゝ挙手量亀多くなつ驚。そして発表された意見韓も賛成 。反対攀

藩通鯛ゝがよく∬≧畢輩した。

意鬼へ鈴毅拠要求逃、文章華こそつて逃べねばならないことかも、児童

が「 ○ページ鋳奉行識からわか拳翁だけれどJと いう麟置きをL/て いた。

こ幸鱗置きがなかつた時鐘籠鋳蠅童かれ、「 それ鐘どこ鍾書いて轟巻霧

ですか。 』という纏鍵が難た金こ等籍琵量は難舟と対立した驚異が轟る

と、そオ・しを鍵畿しよう産して、新たな畿鍵を文から鐸そうとした曇こ勢

蠅董命や 費と警が難 攀遮されて、そ多いう意見亀ある攀かと轟議する者

亀いたし、そ手でlilな いと鶯勢意見な逃べ機書もいた魯しかし、この緩

拠母識鋼の時韓鐵、露量砕挙手率が轟脅・吟 1種度事こ落ち為.

ここでめ鐘饉は、鐘饉轟係を緩から見た鐘だけであつたが、上から見

た鐘もかかせたら、意見のや ラとりはどうなつていつたのだろうかと、

数で反省させられた犠

121 またと彙筆`天難 ,自 然を守る (光村、毒年上 ≫で攀実幾例

ア 準元の轟麟

。支の叙述 :こ 諄し、要約する力を育てる幸

。文章の鶏審を理解させ、筆彗の意見を知ることにより、裁分の考えを

はつきラとさせる。

・
▲…2-5
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ク

指導計画 略 く14.時間完了 )

本時0指導

鋳 本時の露糠                     ,1
0・ 文章にそうて、筆者の力点のおく文を率き出すことができ碁。

O筆者の考えるI人鷲と自然勢鷺係を考えることができる。

0轟 3華 錯要約ォな書 くことができる。

赫 本時鈴霧轟と琵量奪笈轟

本時の難鐵鐘、筆者鐘人間
・
≧自然鋳婚ましい襲係をどのよう:こ 毒え

てい静か、という通とで轟る。本単元ξ童動義文であるぉ身鷲
′
筆者録主

張が込め暴れている文は、文章表現な菫華させれば、糞較無容轟鐘麺

董 :こ 難握させやすい。そこで、まず最纂仁次鍮撼麟発理をし為金

「 筆彗俸考えが鐘警象警と表れていると思 う文通糠ぎ馨:き なさい。』

第 3撃義手嗜鍮慶落鐘分かれているなめ、最潮獅こ1つ 轟鋳毅落をと

'轟
し、線を季まかせ、ギループ燿で確轟させな争蓬れまますぐ欝答r｀ 義

務れたた奉ゝ残 テ錯 4つ の設轟霧ついても轟じ作業をさせ、筆者縁主

張を轟概鐘列挙した。

次‡こ1.難 時まできこ学習してきた套然羨壊の教科書参羹を懇起させ、

最終鋳な筆者の主義である、豊警系から見直した轟然の鐘轟を九爾 :ま

すべきだ、とい うことを考えさせるため:こ 、次参ょうな申i藝発購なじ

賢二。

「 この農然の関係の中で、人間は どこにいればいいと与筆者鐘考え

ているのでしょシ.J

この反応鍾韓、次のようもな4つの夏応が見られ.為 .

難

仄
▲…2-6
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文章に照らし合わせた検討をさすたところ、こがすぐに消去された。

理由は、,「 人間がキクイムシのところにいれば、虫が森を死なすたよ

iF換倉]::番量I[lli[璽 [1曇111111ltili醤 :二|:

物の一員として、外の生物たちと共に生きているということから、そ

のわく
′
の外にいては、人間は生きていけないからおかしいのではない

か」というのである.そ してbも 消去され。たのである。残つたの事 8

とoである.■ を支持する者は、「 まず自然界の生物たちが、たがい

にどんな具合につながり合い、えいきょう。をあたえ合つているかを
tゝ

正しく
゛
理解しでおくことが大切なのである、とい,こ とから、自然全

・
体 を見ることが人間,と つて必要なのではないかJと いう説明をした.

この意見で大勢が ■年流れた。しかしEljの 者が 「ゝ 人間も地球上の生

物め一員というところから、この生物たちのつなが りのどこかに人間

がいなければいけないのではないかJと 出した。ここで全体の意見交

流が∵時 とぎれた。そこで、もう一度 3章全文を読み直すことを指示

し、次の要約へ移つた。

工 授業実践の考察

人間と自然の好ましい関係について筆者は、生懸系をふまえて考える

‐べきだ基主張している。しかし、文章から人間が自然界のどこに位置す

ればよいかという明示はない。だからこ吟ことを筆者の立場に立たせて

検討させることにより、目様にせまりたかつた。よつてこの課題を設定

したのである。そのため補助発間で、筆者の主張を読み取 らせたかつた

のである。これをバズで確認させたため、挙手は多くなつた。

これらのことを念頭において,中心発間を行つた。しかしこの中心発

間は、指示が少夕曖味だつたぎらし`があつた。筆者の考えを読み取るこ

とを主眼としたのに対し、自分の考えで人間の位置を示した児童が見 ら

ギ
れだ。しかし、これは根拠説明の時、他の児童からおかしいと指摘されゝ

それを受けス側も納得をした様子であつた。全体的には、この意見交流

はや 活ゝ発さを欠いていた.それは、課題が児童に受けとりにくかつた

。 ・
▲-2-7



からと考えている。そこで文を読み直しては考えさせ.グルTプ内で自

由バズにして話 をさせても、意見はとどこおりがちであつた。この時の

挙手量は、 7分の 1程度であつた。

またこの実践は授業研究で行つたものであるため、後の協議会で、課
´

題と発蘭の関係に諭及が行き、また指導過程に於いても、教師がこの課

題に対してさらに切 り込んで、児童に思考を続けさせるべきだゝという

反省点が出された.

二 お わ り に

課題とそれを生かすためにゝ相互作用の適切な配置を考え
・
ていくことはI

多少なりとも児童の授業への取 り組みに変化をもたらしたと現在私は実感じ

ている.特に 3.0,A・ .BQ段階に於ける挙手量はこの 2つの実践で8割

を越えていFL.意見の確認による向調・と相違がも児童一人ひとりの授業の取

り組みへの刺激になったものと考
‐
えている.ま た検討の根拠説明の段階Fも 、

児童はある程度文章から照らし合せた意見発表をするようになつた。教師が

教材解釈に立つた課題追求 と、指導過程で意図的に相互作用を活用していけ

ば、児童は教師の理待を裏切 らない、という感触を得たこと撃、私自身有益

なことであつた。

しかし、私にとつて授業実践上の今後の課題は山積みしてビる.ま ず課題に'

ついてはゝさらに良い課題はないか、ということである.こ こでの 2つの実

践例でもぅもつと良い課題があるのではないかもという疑間がわいてくる.

さらに運当な課題を見つけることができず、不安定なまま授業 をし■教材が

ある.そ うした教材に対し、 ど亀許課題 を考えていくか。また相互作用の点

で、根摯説明の時に.挙 手量が減少するのをどうするか.昨年・本年と2年間

同じ学級を担任しているが、根拠説明で意見を述べた者は、延ぺ人数で36

名中 17名にしかすぎない.1つの授業あたりでは、多くても 7名 どまりで

ある.こ の状態をいかに活発にさせるか。

これらの課題を解決していくた。めにも・さらに実践を積み上げていきたい.

▲-2-3
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幸樵気を育て轟畿貫鍍警……社会を善F翔輯

蘇麓主騒  歴史撃鸞鍾おりて予ご亀鋳や轟気

ないかに育て轟べきか
=

滋賀異警雙爆∫::辱 撃ヽ鍍摯姜 饗  患

I 歴史学習録れらむゝ盤縮

壕ヽ学畿に鞍彗轟歴史学鸞織饉驚鉤毅鑽繊、幸鑢華轟じ驀い霙よって学詈仄進

むことで轟纂犠篭こで鑢畿祠鍮幸どういう携向等け蓼晰麗が、どうい争甕料曇

幾言が曇饗楊ヽと¥｀ ‐ヽえ撃ご<等主侮鋳な懸じ会懇ゝおよ雫%鍮てやは饉黄鍮鑽楼

を受きな:ナ 鼻ξゴな尋奪警ゝ拳

嚢荘小学委寺毅撃桑導いて遣千ご墨たち翼議菱碧て審ゝ基鋳3量、雪費鰊轟賞鐸

菫難でj萱 なく、事童幸Å了券愛:す 象等角轟鷺難な手など雫痒轟碕藝轟きな鋒わ

わせは轟よ春もうまし海か惨やす・く言えぽ、轟櫻襲轟ギ等して貶文鰊か守雉繹贔

かξ二毒えな寅魃藝晏争維お倅甕募黎な学翁晰申で甦診ゝ轟漂《
・
くれは蕪襲暉轟

碁寺

しか移、実濃ξ量覇費学辟ξ量数丸では螺争亀り,爆螺曖てヽわ争魃中tr囀華彗

嚢べ轟れ轟 ≪糠え鋳麟争毅亀錯ざす 4ギ 銀旦嘩毅鱚韓隆》亀藉毅警ゝナ灘1跛予蝙鰺

ようで轟晰幸爾史学鸞ξ奮難嚇寸轟纂≧輩亀電等`ほ子夕冬亀いでさ亀、轟争警ゝ争

重釉鍼翁わ毅紗学膏聰幸び方霙戴i暴 やお、ぬえξ   ‐子堡竜なく鍮瑾≧、甕眩

ゃながで亀、難裁に鋏軌霊解儡掬を鼈ぱ導、賣豊≧鍮尋馨よう鍼鐙寺亀毅響Ъ争

毅暑
=癬

織≧釉輔駿ぜだ鑽予お謳躙を持参ても、仕轟鷺夢綺群呻群寺から鐘忘¥

てな栽氏鰊恣わく敷毒えてみよ子と漂毅い晰で4は蒙

度…∫…∫



轟鐘社会は、Å翁丸母大きらい暉す.なぜならば、むず摯ヽじしヽ鉤蝙が

轟轟からです霧資料懇‐ない鍮事こ趙陪聰繁え鱗幾るわけ濠ζ轟り疲鐘ん。だ

からむずかしい蠅餘義ど鏡出さないようにして、かんたんな鯰魏ぎiナ 覆

轟してほしいと鸞います.亀 じ轟すとしても、すごくかんたんで5分 ぐ

らいでできるすごくかんたんな難量を議すと,みんなわかって手を上げ

ると悪います. 〔女子)

すぐ鐵ぐせ母ように社会繊む―Fか しい.わからない中麗史難きらいだと言っ

てしまう子どもが簑昇崇しヽ母曇霧どうⅢてい基.嚢鍾、L鋳轟倅難鐸子ど亀た

ち鰊学S翁轟畿警よ≪毘てみるよ、考費、な饉き暴等で轟手鐙轟鼈た議して轟

貸導電響く 轟子が轟菫馨懇撃よれなけ策遣いぜ等ゝ轟肴予嘔島響蒻べ亀頴ミ
「
い轟

%を 、学鶉豊轟鯰隕夢畿畿漂、就えた霙すぎ予彎鸞蠍盤でξ量片尋暴義菫聾睾い

銀準りで鑢摯嘩辟馨よ驀麟さ熱、えだ輪≪轟駄雲裁鶴て真≪轟鰺毒 え ≪虚≪褥

懇響攀・たレと繹麓募て諄菫争より争八度嘩え彗孟彫難が三轟異尋幸

鱗史な学●ま鞣畿趾鰊毅誦蝙驀鐘、婁鋳ような襲で轟曇舎

鍾量》亀Å弔洟去鞣量籍幸装葬いて畏暮た装鰺を三じく慶欝す●各

≪鑽》tA幸毛幸箋ξ竜鈴豪菫≧譲て鋳支孔遺董 篭重鰊華ξ鼈鱚 ま繭 瑾毅魃鼈

で轟曇こと亀重輩音・曇を

モ尋}轟録ξ亀鞣諄・轟等ヽ暴ヅÅ炒鑽亀攣ざ壼お鰺Fり 、人爾鋳難_■.毅 鑢ぎ争りう

鶴鰊←饉え轟拳

毅ξ
=塞

銀鑢.蒻量ξ量轟れなЪ鐸ぎ埒蕊+お蒔贔誠轟熙:∫議L等 鑽ゝ膨Ъ違貰轟鯰丸録

轟……,一 彗轟鞣勢贔童鵞鷺:轟要漑鰊鑽輩学%で経、昨警ゝモ輯萎鋒を重八ま,等

幸音'く 、そ恰亀鋒墨導聰彗券辞ξ翼響鰺L銀毅えた外警ゝ等ゝやか菫真警ゝ、嚢罐璧綺

晰熙蠅毅脩量賤量が曇た製髪を基雲彗袢て寿さえ馨ゝ幸

F     lF

ξ

|



・
今回む.ヽ ただいたテーマは、やる気を育下轟授業改善であ苺が、これまでの実

践の成功した例を紹介しようなどと考えkttいない.むしろ、この4月毎子ど

もたちから痛烈な批判を受け、それならIf・いかなるものがのぞましい

なのか、そしていか電子どもたちにやる気を持たせて学習させられるか、あら

ためて真正面から取り組んでみようと考えた.すこじはずかしいが、子どもた
｀

ちの批縄をそのまま書きあげてみるこ

社会の勉強について

私にとっては社会はあまり得薫な教科でl・lあ りません.でも8年生の

歴史の勉強鍾なってか。ら、だんだん興味を持ちltじ録好きになうてきま

した。だけど、やも議りこのごろ内容がむずかしくなってきてわからな

しヽし、資料がない鈴でしらべ録れないからあまり難表もできま崚ん.そ

れ :こやってきてしヽでも、 (横 亀がってひ轟かも………鴫)と鐘ってしま

い手があまもガられません。こんな事が島る鋳で1先生鍾やって数じ等ヽと慧

う事がらります.1つは、やってあっても手オ社がらないので先生浄ゝら

あてていってほしいし、2つめIま資料があまりないので、その裁 器ξ壼

じめに選書鷺で調べに行く時爾を作ってほしいし,これからもどんどん

資料をわたして下さい。    i (女子)

社会勢鸞策に寺等ヽで鸞 争駐と

ξぶく鑢、社会器鞣趙 ≪覺農 れま歩か毅鬱)と慧うけど、ぬ騨丸盆辟轟

ん寂撃真けん‡こ撥斃覆移電与ゝ感雹で、絆かしな書等ヽ寓
=等

、量咀弔ったこ

とを言うと何か雷海れ蠍与讐農轟ず蝙鯰髄鰺礁咆くな磐壼す。

でも幾癬先生鑢畿豊攀 慕裁うだんとか轟争た載露轟ないれ、翼lナム轟

ミ ヤF・=^青



授業をしているところがいい所だと思います.でも柴田先生   をし

ているとギベtの●l‐が静かな時が多いし暗い感じがするので、たまには

じょうだんを言ってぺやの中を明るくしてほしいです.ぼくが4年生の

時は、柴田先生も今よりじょうだんを言うのが多かったし、授業中でも

うるさいぐらいだつたので4年生の時のような授業もしてほしいで十.

(男子)

社会の授業にういて

ぼ .く は社会の勉強は,よ くしていないことが悪いと思いました.みん

なも発表したりしたらゝ もっと早く終わったと思います.予習をしてお
響`たも、その 蒔ヽゴっと豊蔵できると鷺し`ます。書∫く織、よくひ≧誓響鑽

費ゃマンガ徹ぶん警醤ゝても蹄亀募學静か 學幸嗜』ヲ彗紬会に碁ょうみを持

ず
=ぎ

毅]ナ府Ъξ∫漕ゞ亀彗畢く識与)と 暦摸むL渡 嗜お。蠍オ堺さ鰈L司警きォЪ‡ボず
=霧

警しく鷲野

き儀と難むヽます壽だから難襲餞で歳徹よますことが難―だと思与ゝます。

‐  霧 勢

II 子ども事ことっての幸轟糞とξま

裁たして子どもたち裁どういう学習鸞疑き蘇毅皐緩、中懸策を轟す鍛で轟轟う

か。私鍮憮会、これが量プ蜀らか鐘じな書ナれ鍾毅等毅い鑽けで轟った。

:ご くi量社会ゃ鸞鐘鑢挙蝙響だ轟蠍れ鍮み撃,かむヽ文
i晴
貴曇警ち華骰豊昆嘩

けなさ争いこまな響静Lら だ惨それ坤蠍鵞灘鮨 j機ゝわか季手すく量舞ボにわ

畿攣警警ゝ息すな警ゝ金毛鼻蒙鞭躁鏡 量Å
ン
ぜ鑢

い
ぼ轟軋等ヽ参菫で轟 蓼暴等ヽ、4れ



ょユォt裏 轟等毎争奪亀釜影響ゝ難

くれ轟勢もた時じし`家.

竜れまこ饉生蓼量轟惧機な移て、わ馨虚争を

≪鐸子≫

子が亀鋳鷺見を度とめてみ轟と次鍮よう畿ことで轟魯.

・ かんたんな蠅Mでだれで亀すぐ答えられ轟時.

・ 毅鑢からも友だちかなも糞疑鍾轟しかけ轟よう韓感がで群轟難.

。新しい賣料がどんどんもらえ、も`ろいろ毅事を知ることができ轟時.

・ 穫覇ってし`る時子篭響》こと蛹直よくオ》博卜惨驚鋒もよくオ,哺卜機需華二

ここでいうや轟気を轟すと織tどんどん自分勢鷺詩ちや甕鱚に対して麓昆難

言うことのようである.

このよう紅子どもたちは毅師に対する羅菫を遠べている.い0球
=な

ものだ、ろ

う浄Ъ.Iまたして子ども母いうよう:こ 、数難鈴tすんきょ毅顔雀に子ど懇釣やる気

が菫轟感とすれば援農鑢でき患鋳かどうか緩聰轟懲う。子ギIさ 心鍮学警をす轟わ

ますでダ轟が、爾籍鍾鮫輻又鑽賞豊いて等`悪ぬで轟轟奪撃報進め方の凸愉で戦≪

だんな援業犠まれば、子ど亀裁幸な気登もづて学奮轟のぞむの幸ヽ轟内藁毒えて

皐た巻`書

やは響毅雛まま、内容鋒なやさしさ (す ぐわかる)馨攀気鍮毅申か摯`さ 〔じょ

うだん)気分鋳気疑さ 〔ざっくばらん)のみに輸される命でなく、まず霊史撃

奮母轟らいに轟った内恭壁じっかりとおさえること。そし電子ども主無鍮轟移

合いの場を意図鋒鍾義難み、資斜をタイミング丸く擬示し緩甕攀社寺け、買菫

勢な義言をし、方向づけをして幸るという大舞毅毅咆徹炒贔募で麟きたし`。

瓢 堪ヽ纂轟学管をと撃入れるとlt

そこで学鸞鍮鶏豊などうす碁がで轟るが、嚢費学警組つ懇ゝて鐘鍮 なが等畿

暑4茎雹艤惑だけ鰺Ъ等ず鑢、お赫ぷ蠍蒔鼈千亀翁餓鑢≧らえられても隧轟幸眩蒻敷

生轟纂した手、その時亀驚生きた入鉤瘍饉しゝ難きざまな轟攀会争こ鯉鑢襲うて



い●饒拗等ヽ3譲かれ、だがぶと書ヽ準で置費徊黎宴・争Å鍼と場轟農審撥ゝ等、撃邸

爾Iなつくるまで最鉤祠録主財量孟畿藉ぬ籍でξ激、いか鋭柩褥轟耗赳辣予蝙畏

鍮:こ鑽定されても襲鑢やる気轟轟轟じ暴与ゝ学警鍮襲趾じ戦をヽので鏡毅午ゝ摯、 こ

鍮こと鐘子ども命作文鍾亀無実に基拳鵜轟て与ゝ轟.

社会鋳時剛、私鐘轟分で餐数してけるかわかりませ島.箪緊罐嬢臨掌義

鷺 鰈 暉》が轟てしヽなかった毎悔亀してい菫せん。家で買ってい基ポピ

ー社蛛べて鋼鰺豊していますが、爾鵜鶴など買ってもらってもなか毅か

ドベられません.お父さん鍾おじえてと言っても、よく視撰鐸鍼 を鮮鰊毎

でからしなさいと言われるだtナです.私 :ま、社会鍮薫でもまとも銀畿轟

ないんだからどうしようもないと思ってもヽます. 〔女子)

こ鍛子ど亀がダループや友だちとす碁it轟でき基からい等`と言ってむ`る。

グル・――プで塞分たちが導議すほ翁趾づ くジを襲てミ羹介等轟から象等ヽことかれ

か嗜て く聰と言帯て等`る.買、あ轟鐸録子鐘数鋳よう鍾言って等ゝ轟。

ぼくj量議で話導合ってするのまますきだ.みんなせよく考えわれ轟し、

糠力しやすい.けれど先生に言われるとちょっとわかりにくく驚る.鋳

に鐘変なことを考えていたりすることも轟轟けどあ壼撃群んちょうし毅

いからです。 ≪舞
‐
子》

これ轟縁子ども参作文紅轟るよう製ゝ量撃曹とかひ轟轟ぜ織学鸞が子ど亀た

ち轟≧嘩て織、安心して轟嚢を姜ち堡Liす 等れは墟で轟機裁争で轟轟争買鋼華装   =・
ひと馨砂お攀蓼どれく等等ヽ4主彗誕駿楊≪んだが癬電す轟ごく欝炒さ翼轟爆暉亀

轟轟。嚢鑢壕ヽ鍵癬学膏範祗敷羨鰊よう雲≧義えていな.

〈旦》 亀Aと 鼈群が :ノ リヽ彎濃幸義で4轟奪 ≪轟分の言ぎ覆無碁嗽}

身…ダーメ



ξl) 由烏≧捧撻覆強諄ゝ黎鼻拳蜆
用Th卜を              ‐

(3) 斃轟ξ通毅ごやかに贔襲豊義響轟な場で轟番. 罐鷺鶏鍼鸞趙靱群鮨 1‐

1翼》

私は学習形態を大むね次のよう鋭嘩えて等ゝる.             |
よ 学爾重":‐鱚ぶくif導戦盗

拳歴史的事実 .・ 人物との議会響ヽ 4毅襲醸〉

書時代響 をよびくわしくとも貞_基 《嚢豊等》  一一  全体学習

・ 学習問題づくりと鎌りあい         一一  小薬甕学雪   |‐

・ 学習問題の決定と解決の手だて ,判べ方を明らかにす轟 ―一

・ 一人調べ (家庭学勘 。。        一―  無 A 「     1‐

3 4ヽ集団学習で交流じ会う機難

・ 考えを誨じ合い、たしかめる        一―  小轟嶽撃習

 ́C 小纂温学習を生かし霰翡饂毅鑢

・ 指導のねらし`にそつてま馨覇≪遭購させ、より鑢く多繭鑢鍾母斑"させる

(資料と動言〉 …… 金鉢学⑬     二

D 学習の成果を明らか翼する毅難

・ 作業を通して学奮をふりかえる      一―  小義藝撃習

「元こうと鎌倉墓府Jの学習を餐に取り上げてみると、覧こう鐘、驀蒙鋒饉 :

機であり。子どもたちにとって勒鉢轟轟轟会い哺 る.晰撃暴いの鶉鷺、甦≧

の戦いと、まもなく縮とずれはM鋳鳳
・
亡鐙鑽びつけ轟予麟をまだた.'i

学彎轟饉「元と総畿いのえむゝおょうと喜鋳がほろんだ鋪忘鑢繭館ろうJ

解決の手だて く轟べ方)

・ 元こうがどんな輸いだ基たかをもらつた資料で鑽んでくる。 雉翔鴎霧

・ 元こう織結果、轟鋳鍾とって良かったことと良くなか幸九ことな繋璽慕

てく懸命 攀諄襲難) ・

・ 欝鐵人や農民 ,朝廷 ,公鐵織、それぞれど鍮よう轟灘えていたか、奪え

君―プ智f



てく基ξ

驚覚轟争録mと 銹資織尋ギ鞣ξ臨武襄か慾ゝ鷲維渉倅え等ゝ葬ょうや躊驚靱畿響|

鉦導≧鶉え卜と思ゎれ轟住髪七年表域趙べる.

畿纂鋳ξ横、だね灘虚摯でご瘍真予翼鐘畢抒暮れたかドベ飩.

T‐ANぺ豊費綺じ合う小集団学習を生かし難解を爾録錢亀録鸞鑢ポ倅無毎輌

鐘.●鷺倅魔盤鍮鰈諄ゝ鏡蜀鐵A拳轟欝に眸轟む匁えら導畿輻義で鸞饉量プづけ難

嚢をよつ一螂轟録義ことになった.一方式士鸞鐘轟緩彗務{懇、轟購翼対す番

不%を羮まら崚鑑層をなくすことになり、幕府の対象鍾%か尚わ轟ず鑽か鶏く

ずれ、中鳶iで暮欝なほろぼす大きな原因となったこと豊最姦させ轟で倅紆轟

纂事

甦 こうでの鶴家人たちの戦いぶ りや活躍ぶ
‐
り嚢心に強 くうったえる建鑽予

轟った鈴であろう.Jj4団学習での議難が武士の悪い紅集幸して彙轟 藝亀蔚争

で轟轟藝

今日は爾白い鸞強だった.と

かな.)と思もているうちに、

えなかった.

うとう斃畿‡まで轟なかった藤ζ亀 ≪言おう

密分の考え鮮どんど亀壼わって書ヽって言

≪繹子)

ボ…ギー,言

今 日は 1回だけだけど全体でする時発表できました.壼の中ではわり

とよく言っていたけど、全体の時は言お うと思っていたんだけ斑 が

言しヽ轟 したので言いそこねました.黒毅に:ま尭生が、自分■言ったのだ

けでなく、みんながいっしょうけんめい言ったも鈴幸ぼ くが議べたもの

も書いてあってぉもし畢かった. ≪男子)



毅蔓蒔Ⅲl孝裁籍「酢`鼠鐘ゴ,等 ぶn二 鷺♂か も違難鉾義銚轟貌難1で く蕪幕‐お鐙、わ毅も'聾
蟻

lF亀 癖等`ことで鑢驚いと熱ξ壺考費_でキャト暴 F食生鋳臨l亀斃ξ壼縣簾Ъ摯希ゝ瀑幕す慮お

よくたず轟健こ.≧ 蓼轟は不1、 食A鋳覺鐵幸彊轄曇摯鐙緊沐亀欝お驚iい霙麒咋う.J馘

養 移きな黒鑢韓粋いたいま等t寺 亀奪史。だ響ゝ魃息子予撃たち埒幸颯饉埒羮直懇‐緻

驚銀築鸞 導毅鰺ζ等、ぐ離F賊 _主埒キー嘩鼈が鵡どうf≪轟ムでむず躇L導いれ勒や撥

向を言鵜オЪた鋳義亀轟慇等尋お書`で {懇 寺ゝ与ゝて讐て ねj∫ 雫を、観黎亀量録亀難

″鍾鉾器で共うこ学典1婆攀≧義で示す≧≧)を聾詩撃て著L瞼 難で案容手

冨 ぎ懇ゝ野ξこ

小塞懸学習鑢擁 拳か誡攣鋳綺みは、鰭攣倅軸ら際`ξこヽせ寂等ていくた靱瘍貴舞

毅ステップ (駿輻》ず轟褥静幸み く幾轟蠍甦解轟毅等し鼈幸轟遣ジを1気隷鰊靴す

憔ためξ晨ぎ蹴番亀時でま食な警ゝ幸二、べ囀 魔予鱚 と[感樵≧ξ鷺[理卸 鸞鮮 聰

も 1懸や 政P辱量 絣 く 、 プyぢ鋪 ≪醤 靡 飩 屏》暉轟は警寺蜜等、ざ

ど色誕主弊鉤な学S雛策鍮身靴辞ξ寸
‐#せて等鍮て癬争帰埒聰纂亀場で晰晰警

撃:案 をこ織畿Mが等Ъ學い鰊残癖で轡隆ようど朧争静一時ξ量欝灘鱚礼蝙鍵す■て

量子が名‡こ髪曖き蕪だξす
・
埒鋳爾鋒幾鶴予鐙いこ毅幸二喘饒義寺儡子がでぬ又銀

:ま、理

“

ネこ轟えてどこまで亀≪警レつし`てい くだξす侍強爾毅纏鼈携ボ欠難型プ
‐
で¥ゝ

ること。三つ身ξ董人甕甕r轟幸ヽ攀で、翼義萎般ぎ鼻え学なぜ裏 琴が轟難
―ざ轟晰

轟≧.を してさを`ご延、豊暑季―ダーの奮羹券議肇誉轟曇手
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:曇 亀よ轟驚憂:毅ムか費為撃%か 嘩亀磐 4監 か眸漁藝Å醸鱗鶴轟彗頸ぎ毒

も,えふさん亀轟式「寂華覺書 移蹴響ゝ黍モ黒で,ボ {が 群て、建讐_liギ裁争

と悪書でや攀手す籍憑+轟 、『
・
Å鐘麟が量姜幸嘩‐

ご』盤鵞
`嘩

え攀が、ま艦

え♂不導っと轄嘩で主,外 、暮まい鍾鋳繋が家≪義寺可藝菫争ゃをんでビ翼A
豊裁すほムが【必鷺嗜ていた外、裁けだま→て墓いて与ゝ膊ギζナだ醸Ъ饂、

毒亀てみ峰ゝ亀≧ざ轟毅等ヽξす
゛
熱ぎ轟時と二て書Lて幸寺え幸皐嘉毅ヅ押ひお覺醗

して くれないか毅幸 〔鐸#警

子ど色ながあ銀それぞれ悩みを持ってしヽるようである。お≧りひ≧雫鍾纂え

てやれは難導こそ今後誕残こされた大切な護題で轟墨奉

辱橙寵ちご糞要雲嶺よろしく導蒙いした等L

ゴど・ヽ
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十APti■ 鐵か奮なられず、為凝姜饉く電与誓やヽちで`事慾奉驚むtt

l人轟モ春ず毎…ず義十■、農義鷲驚 it奪 亀登 ・゙機菫諄

偶季r摯 誉懸ごち奮轍 鷺春 Lヽ罐お羅春 ≒ヽ轟堪義設峰、亀韓・ち

幹就載桑毅警瀧たヒ毎亀栽 邊鍵轟乳゛摯

:等 玲等畿 尋幸電ヒく てヽグ与…〒・常 颯 こ魂 罐撃轟 ごしか

ら t麦 奉 等 妻ξ、Jこ 警 亀 撃 違 苺

硯  亀 糞 ヒ 象 竜 争彙 考 え 幸 瑳だ燿 守
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｀
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第尋分科会

学 習 集 爾 と生 活 集 銀 の 統 合 を 締 ざす

… バ ズ を活用 した生徒会・ 学織会活動 …

愛難難春轟井市立中部中学校  梶 鶴 久 意

・ 地 慶・ 生 徒 の 実 態

(1)地域の実態

春 日井市は名古屋のベ ッドダウンとして、人口£よ万人を数える。本校は

その中央部に位置 し、校区内lFt36000余 名が居住 している。職業分布をみる

と、製造業が全体の37.5%を 占め、建設業・ サー ビス業が12%台 でつづ く。

、本校の東隣には、王子製紙春 日井工場がある。

(2)生徒の実態

市内37小学校の うち、本校には、勝川・ 小野・ _L条の J小学校か ら進学 し

て くる。生徒数は、1683墓 、41学級 (う
°
ち実務学級 2)、 /学年、12～ 14学

級で構成されている。校地 も49,27軸
2ぁ

り、東海地方一の規模を ほこ多ヽ タ

ラブ活動 も積極的に運営され、本年はよつの運動タラプが県大会に畠場 した6

文化 タラブも各種コンタールに好成績をかさめている。

学校運営面では、教師の管理的な指導が多 く、非行は少ない反面、登校拒

否気味の生徒が増加する傾向がみ られ、その対策を迫 られている。

(3)生 徒会活動の実態 と特別活動

本来、学校教育のなかでの特別活動は、個々の生徒の多様な活動を保障 じ

た もので、そのなかの生徒会活動は、生徒の 自発鋳・ 自治的な活動に より、

学校生活の充実や改善・ 向上を図ろうとするものである。 しか し、本校は J

年ほ ど前まではヽ大規模校にあシ́がちな戦員主導の特 rll活 動であった。生徒

会活動においても消極的でありヽ執行部への立候補者 もそろわない状態であ

った。一般生徒の関心 も薄 く、また各種の生徒会活動 も、戦員会議で決まつ

た事を実行する「 下請け的生徒会J「活動のない生徒会」であつた。そ こに

は、生徒 自身の思考・ 活動がみ られなかった。そんな生徒会活動を転換する

で き事がおこつた。

昭和57年度後期生徒総会においてヽ後期の活動方針案が、生徒たちのやる

気のなさのために否決されて しまった。た とえば、長距離継走大会について

は、 “冬の寒い時期になぜやるんだ。 "と い う雰囲気が生まれて しまわた。

生徒 自身の手で考えた “ 腕ず もうナンバー ノ"“ 縄 とびナンバー /"等を

ター£― /



選ぶ「 中部ナンバー ノJと い う、新執行部の提案 した活動です ら、大会の雰

職気で否決されてしまった等

生徒総会における執行部案奮決 とい うで豊事は、生徒会の執行部にとつて

も、それを指導する毅師集総に とつて も大変 なシ事ッタを与えた。そ して、

この ような状態をなん とか しな 《てはいけない とい 多気持 ちが高まっていつ

た。執行部案否決の事態を多けて、各クラスごとにその原朦をもとめて討議

がおこなわれた。その結果、生徒会活動に対する十分な話 し合いが、各タジ

スでおこなわれていなかった ことがあきらかになった各

・ 実 態 を ふ ま え 頼 説 と して の 対 策

(1)学校教育企般を通 して

学校において鏡、先繊の人間 として調摯の とれた育成をめざし、地域や学

校の実態お よび、生徒拳心力○発達段階 と特性を十分考慮 して、適嚢な教育

課程が編成されて移る。そ して、個々の生徒の絶力・ 速性等を持確な把握に

努め、各教科・ 道徳・ 特別活動・ 学校行事等、学校○教育活動を通 じで、生

徒がすべて、 もしくはいずれか一つでも生 き生
｀
きと活動で量る場をつ く》だ

す ことができるならば、生徒の学校生活の充実感・ 存在感を育成する≧とが

でき、そ してその過程で、生徒 自身や全体のモ テルを高めることができるの

ではな軽か と考え、生徒を育てる方向をとることになった。

(2)特 別活動を通 して

0特別活動攀方向づけ

委員会は生徒会の下部組織であり、各クラスの代表委員が構成 している。

タテスの全ての生徒が、学緩会活動のいずれかの委員会の部に所属 して活動

するが、委員会にタラスの意見が反築され、委員会の決定事項な爾知事せて

轟 くには、学級での話 し合いが大切である。そこで講 じ合移活動をよ多溝覺

にするために 渾バズJを導入 した。バズを通 じて、一般生機 も鐵接的なが ら

も、生徒評議会 '委 員会に自らの意見を反映させて稀るとい 多実感を もつ こ

とができると考えた。特に生徒会の象集活動韓つ移て絃、生徒の 自主張・ 主

体性の生 きるもの として、生徒 自身が生徒会活動に参加 し、ひ移ては、生徒

自身が学校生活をより有意義に しようとする推進力に毅ってい くと考え、 こ

れ らが連銀 して、学校生活全般・ 集聾生活の I軸 上につながると銀説をたて、

研究実識に取 多くんだ。

②特別活動の基本方針

ア・ 所属集圏の・叫葺lICお ける存在感の育成を通 して、望ま しい人震関係の育

成に努める。

イ・ 楽 しく、規律正 し椰学校生活の確立に努める。

ウo委員会活動・ 学級会活動・ タラブ活動を活発に し、 自主鋳・ 実議的な

さ―£―威



活動を、緋長するとともにヽ健全な趣錢、豊かな教養を養歳轟L糠性

の伸長、学校生滋参充実感を育てみ幸

ユ秦費徒の主体鋳な活動を通 してヽ三いф立場器等菫ヽ違僣感ヽ燿島攀能

~■

Jの 向上を鐘か 》ヽ生徒指導の一手段 として非構勁上に勢あるゅ

③生徒鸞幾○運営組織

(3)生 徒指導の面か ら

昭和57年度後期生徒会活動方針案 の否決、一部の生徒のや る気のなさが前

面 に出て しまいヽ会場 の雰囲気が こわされて しま った。 この反省か ら、生徒

個 々の 自分勝手 な言動 を漠 しませ ることが生徒指導上大切 であひ とい う認識

が教師間に高まった。 非行問題は低次元的 な発想 な ものが 多 く、学級会 にて

学級 の諸問題をで きるだけ取 りあげヽ積極的 な話 し合いを通 して、解決方法

を見い出した り、全員が一人ひと役で学級の係活動を分握 しヽ責任 と仕事の

遂行の暮ぴを感 じるなかで、集爾への連帯惑の育成につ最がる。それが全体

のモラルを高める"こ とになり、非行防止につはがると考えた。

・ 生 徒 会 活 動 で の 実 践

(1)昭 和 5鬱 年度前期生徒会活動の重点 難標

・ 生徒会活動への関心を高聯るための建設的な広報活動を促進する。

・ ベルマータ、アル ミ缶、古新聞等の収集活動に積極的に協力 しヽ クラスの

備品の購入、催 し物の実施を通 して、活動の成果を知 らせるとともに、生

徒会活動を盛 夕あげていこうとする態度を養 う。

・ 委員会活動の一層の充実をはかるとともに、執行部 との連携を密にする.

・ タ ラブ活動・ 学級会活動などとの関連を明確に しヽ連携を密にする。

・ 適切な指導のもと自主的活動を盛 多あず、明るく楽 しい学校生活を生む校

風づ くりに努める。

・ 学活・ 綴lを 有効に使い、生徒会活動を広範なものとし、生徒一人ひとりの

よ一 £― ご

選挙管理委員会 生 徒 評 裁 会

クラブ長会 学 年 評 議 会

委

員

会

性 蜜 練 総 難 轟 醗 瞥 鐵

難

懇 壺 纏 食 化 覇 覚 繕 警



所属感・ 連驚感 を梅 め る。

(2)轟 黎 事参年変 鱗難生後会競動討轟

X生徒会灘≫収集活動の収益金によっで購入したバア…ポールが各クラスに

ご年生江は電気鉛筆機 ,り が貸 じ出されて 1ハ 為命

(3)具 体的な取 多組み 。中・ 生縫会活動を活発にするための工夫

①収集活動の充実 と生徒会行事の実施

本校の生徒会会費としての収入は、年間 ダ万円と少な く、他の活動費は

生徒 自身の手による収集活動によって賄われる。

ア・ よセンチ運動

「 よセンチ運動Jと は、月 ノ簿、全被生徒が奮新鋼を厚さ 3セ yチ以上

持ちより、それを生徒会が集約 し、古紙懇収業者に売 多渡 した鎮益金で

生徒会の独 自の活動をしようとするものである。収集活動の基本は、 と

もすると教師の下請け的活動が多 くなり、形式化する生徒会活動を主体

となって活動 しようとするものである。

ま一 £ 一 ギ
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f爵 ⑭纂 轟難 き七yチ 運 動ゆ収益滅ヽ鐘 ,OT争 蠅あ多、1683名 怒性徒

(欠 簿若 も含む)の かちゝ ご轟輔 と亀持サてこなかつた シ忘れた生機

は、わずか 2舎 名で∫ g等 3%の 参購 とい か好成験をおさめた。収益

金の使榛進につ響ては、 タテスの意見安翼義奪せて詳議会にて轟 し合

われる。尋7年度 fit、 正面支躊満の連に、 静 七yチ級の凛イを譲ひ驚、

58年度は学裁●時鷲を利鸞 して、体育館紅て松携鋏轟 訂機の大将欺義

記・ 曲下清物語Jが二L映 され生徒に強い感動を与えた。本年鐵収益豊

としてさご万鵜が予定されてお 勢、 ず月参本の評議会にかいて、幾轟

会の議催が決定 しL後期の議饗部がその実施に戦 簾組むれとに老る。

テ月の収集活動で鐘、 4重 タカス中 慾攀タジスが壺員持ちよ齢、生徒

会 よ夕、驚欲鋳にが加 したタジメ としドで感謝携が鶴会時に階 われた。

全員参熟でき嗽かサたタテスは、学級会にで、ンを傘瓶省を話 れ合い、

タ テスの取 多熱み方の教警な鐵かって移為参

イ 修ベルマークの鎮集溝酢  〆学難分鍮鎮難難巣 締サ1巻 3寺 輔 轟

撃γ年度58年度`で の戦集緯畿ヽ 威
『

薦余鵜〇轟金が轟勝ヽ亀年鏡末に
ぶ
黒板ぬ ギ藝タ リー‐4・ ナ…絆

二奪台が購入事れ轟こと襲なつた。

ク・ アル ミ缶参戦集講動 〆撃鸞分 鍮鎮集赫難 き宝静鱒車 譴

クテス対抗 としての家集活動は、肌響ヒ室鎮クラバごとの製集状態を

示すグラフが掲示され、また多 く集めてきたクテス鐘、雀縫会議難鍾

紹介されている。全て、生徒○手に よ≫ヽ アル ミ缶ステイール無の選

則、響 じつぶ し作業 ヽ点家化等がおこなわれている。 クラスによっ

ては、クラスメー トの意識化をはかるため真数十種類のアル ミ:モ が襲

示されて棒る。

e生徒会新鐘Φ発行

評議員暴学年威名、計 基名が中心 と最って議通事を書 き、毎醜 /枚発行

していぶ拿 鈎容は、轟榔委員会か 毎の連絡等が多かったが、現在で鍼ヽ

収集鷺動中戦 ≫畿み状混 轟X夫、各クチプ◎活動統流、夏奪大会の報告

学校循事 奉被曲 トピプハスと幅広い ものにな警できて移る中学級に /部

づつ鸞窯され撼示還れて穆るか、講で も認事者書 き、新聞づ ≪多韓参輝

できるので、タジス 摯タラプ轟慢脅通 じて、先徒会員と lノ てθ充実感 番

存在感Φ育成に一段な翼毅って穆る幸

⑫学校響事の一部を生徒会に立案 争運営奪遣J為

ア・ 離饉式

御世話に漱つた先生ごとに生縫ぼt表 が体育饉参壇上にて御機導の一

端を経介するとともに感謝中鷺
ン
驚を摯 .り 、澤零れをかしんで移るみ体

お一 威 ― ま



育館に難嚢される先生に歳つわる言業拳離暮なかかがた多、花文字が

かざ≫つけられら。壌た、収集難動拳1肛 益金で認念轟零花たばを賠っ

てい る。

イ 春水詠大会

計嚢 争立案・ i菫 営まで、 豊徒が歳麗にでてか こ亀われている。 リク ア

ージ 雲y穣 懇な ど、学年生徒会が工夫 を こ もし、動馬戦 ンーエ十二人

三轟 な どの種 聾羹定 を して穆 る。 唆た、 講時・ 記録係の羅介 を鏡 じ尋

係 ごとに轄子で色わけをお れな響、運営 の責任表示 を してい る。

シ 中球技大会 。長歴難継 最大会

舞係 タ テプ鰺応援 を もと峰、豊掟 菫身が意欲鋳に参娩で きる よ多な正

夫を して得る。

工 を事業主を送る会 拳素人芸雄大会

三年生の卒業を続 多とと亀藁.感謝の意を轟毎かす場 とをノ≪移る。素

∴参ど轟慢大会や全員会曝 拿裁員合嘘など盛 むた くさんで薬 ヒ́纂かと

ときをつ く多だ している。 また、会の終わ 夕に、一年生が作 った 暮静

警警三年生一人ひとシェ購っている。

オ 攀事業式

義 翻θ襲、豊校 して くる卒業生の胸に二年生手が 《酔の詩―ネーシ聯

yのペーバータジフ トを贈って導る。 また、横舎の奪韓ξ豊、一文字B懸

大の花文字 Fご そつ ぎょうかめでと多ござ毎ますJな 難 》つけて轟轟.

轡豊徒会選挙の改善

調嘆参生徒会活動を通 じて一設生徒が どれだけ生徒会滅難鍾轟心をもっ

てなたか、生徒会活動の主体者 となってきたかを占うもので も轟る。一あ年

生時に鏡、タ テス學代表を生徒会にお くろ 歩と呼びかけ、多 ξの若が立候

補する雰燿気づ ぐ多に心がけて榛る。二 0三年時になると
喜
生徒会活動錬

こ力すれば もっと添発に老忌参で鐘な操か。
″

と難鋒意識をもった者が多

数立供輔するまでに敬った。毎購、 講勝…ごθ義轟参鱗が立候補 募て新》

離期参選挙で暮選 いて も畿難o選挙に再量立候補する者 も多 く、藩選 して

も、タラスの評議員 として豊徒会議畿Φ運営に参加する者 亀多移.

大規模校で も、あ多ヽ無 寿Φ立候補装を無って もら多ために、朝の統難室

でのア ピー /1/を 豪 じみ、畿食時中タプユ誹鍵を取 酢入れ、生徒会難動への

権負・ 質問の時閣にしている。立ち合移糠議会 も、立候補者が多 くЪ鋳聞

鉾にも無理があるため、体育鐘で、一つか二つのテーマにもとづ 《食開封

議会鍮影式を採用 している。

ター 威一 ぷ



4・ 生 徒 会 活 動 へ の 取 り組 み と 学 級 会

(1猶 センチ運動の反省 (1年 も継学級会 )

。今難の よセ ンチ運動へ どゆ ように取 多くんだか説 明を聞 く◆

☆合言葉 “みん なで 魔15七 ンテを達成 しよ多
野

を機 めた食轟の学級会の報告 を

聞 く。

☆参加状況・ ξセ yチ 持 って来た人   事参●ノま入

まセ ンチ以上持 って来 た人 摯む善£ 事人

恵れた人         °各・  ギ人

☆第 ご国 よセンチ運動の収益   撃8,36黎 舞

苺班で すセンチ運動の反選 をす る。 多ま くい つた裁 とヽ 多甕 《粋か なか つた班 ○

発表を聞 《.

☆嚢 の発表

(A)持 って来た人が多か ったが恵れた人がいて機念だ った.

(3)持 って来 るのをす っか 多忘れて 募唆 サた。

(C)班 競争 だったのでた くさん持 って来 た。

(D)持 って来た人数、 忘れた人 を カバーで きで よか つた。

(E)持 って来 て もさセンテ ち ょうどだ つた。

(F)持 って来 る人 と持 って来 ない人の差がめだ つた。

寺 多唆 《移 った理 と、 多ま く榛か なか つた班の反省 を薄いて どん な事 を感 じたか攀

千 彗標以 上に取 多 く静 ことので きた擁 と、そ 多で なか つた嚢 とヽ どこか ひそ器 ちが

響が生 崚れた 0か議 じ轟 多。

(G)理 競争の こと募か考 えてい 漱か つた。

(H)新 聞を持 って来 菫多とい か意識⑭蓬が あ らわれた舎 毒・・ ギ義 基魔

(I)み ん なに勝 ちたい と移 参意識の豊。・ 寺参戚轟

(J)家 にあつた新間の差。

(要 }生徒会 に協 力 しようとい 多気持 ちの基. 奪告書ヂ理

(L)お 七 /チ以上持 争{驚た人鐵豊縫会に臨力 しまつと称 か気持 ちが強 くヽ

(毬 )二基底駐置見二重量豊轟ζ誓れ象選重∫丁季II塁
ではないか毒

il轟

(N)生 徒会灘動 を離発翼 し、早 く簑轟 を見たいか 毎持 って来た。 中・・ ノ嚢

.司 会者が学級会のま とめなす るo

(理 会者)・ ・ まセ yチ 運動 を通 じで 典分達が生掟会に協力 してい る 争ち鍾ヽ

自分達の生徒会 と繰 シことが あ れためてわか つた と思います。 だか 毎ヽ

みん なが協 力す る と期待 にヽ学校Φ鸞 轟を買 つた 》・ 行事 を行 つた 警・

学校 で生活 してい 《験かで役立 てるた論に競集懸動 を して轟 るo

(評議 員)・ ・・ 今 簿の学織会●意見を もとにヽ これか もも収集講動 を行 つて

い なますのでヽみ 取さん も協 力 しでヽ 中轟 中学校 徹 ぶ夕よくして移 義

'。
お ……感 ――ク



生徒の意識調査

/・ 生徒会に協ブJヒ/よ つとい う気持 ちの基・ 竜彿
l了 名

威ぉ家にあった新聞の難        ・ 碑。10亀

オ・ 新聞を持 ってこ姦うと換 多意志の難  。・・ 9轟

ギき ま七ソナ象止持って来ると菫た棒か ら・ 0・ 2墓

さ申梵錦○鐵係で持って来る0に差がらった 書。 1名

る。そ0盤               癬。・ 4名

(2澪 セ i/チ 違轍○取 》組み方について (2年 8轟学級会 )

議鑢「最終 額に 露入忘れれが、取 歩に帰ることによシ、 タラス○全員がま

セyチ運動に参加することができた。今後の取 多組み方につ棒て話

し合か 多。」

。嚢で話 し合 多。

1ノ 華)取 シに帰つて良かった。撃 多に帰 らない と今度忘れる者が増え    も

ると椰けな移か ら。

(威 壌}今鐵絃取 》に帰っ鐵が、次灘のよ竜yチ運動に恵れた ら10セ ン   ・

ナ持 って来還せ基。それで も恵れた ち鱗 七yナ にする。

(ぎ 嚢)10組 申 ように 議難輔で集路る。 霧轟露に恵れた者が取 多に帰れ

ば、 議難難で 〆(欝 影が達成で菫る。

(ギ 錢}と 馨か ≪全員舞 つて来た こと錢事実であ多、生徒会か ら感謝状

が 亀らえ,る ことはいいことだ。

(ま 壌}事 班の意見 とは反対で、感謝状ななか砕 らない と言った もナソ

になるけど、 もっと真面 墨に取 多鐘むべ むだ。

(基 経〕新闘を忘れた者はヽ もっとベルマーク、プル 書無を持って来る

べ きだ。

(7班 }実際、 2人土曜 露の襲鍾忘れたこと鐘事実であ勢、戦 勢に購っ

たことで、 /"%達 成タテスとして、感謝状をも毎多のなまかか

しいので鐘ないか。                       1
(8襲}た った 2人のためにクラスの難織がとわれ よ多としている⑬ 議

A鐘 もっと自党すべ きである。                  .
・ 機難の意 .露 を聞いて再度話 し合渉 多。

(事 錢)みんなが難 鶏ど多争に新聞を持 t,て 養れたか ら、そ こか らクラ

ス○諄轟気が よくなってい くと思 多し、 これか ら鐘感鐵状は ど

多■ もいいか 藝全員が麟 甕陶によセンチ持ってこれるよかに努

力 しよか。

(基 簑}義 Φタテス韓 亀兄弟が中都申に 機Aも いる者や、新鍾を取 って

軽な機彗 も軽るので、その分むみんなや機方でカバーできな稗

か 器

よ― 戚 ‐・・‐・J∬



(ノ 班)やは多ヽ土曜轟に忘れたことは事実であレヽ デ藤の言 うとか》

感謝状は詳遮すべ驚である。 轟には見えないけど、みんなが取

多に帰つた≫してがんばつたとい多心の賞検が轟るのではない

豫ヽ 。

(g班)ただ持つてきているだけ0若 もいると思 かがヽ餐のた拳にさセ

ンチ運動があるのかヽ もつ一度考えをかす時麟で感ないかo

・ 話 し合い0壌 とめをしよう.

生機会奉 ノ("ガ 達成タカメとしてф感議状はヽ今饉豪詳選 しよか。「

よセンチ選難韓ただ持奉て くれだ よい。重 と穆 多安易最考えではな く

義分`達 で締動するた路の財線であることをか互移に再織難 しヽ次霧鐘

がんぱろう。

(3)学 級のボール とベルマータ (2年 導組学級会)

議題「先 曇A君 らが教室にて生徒会のボー Ft/で 遊んでいた ところを3先 生に見

っか 多、 ボールを取 勢あげ られて しまつたことについて。』

・ 班で議 し合お う。

(θ 壌)A君がボールを取 勢あげ られるのは 3理 目であ多ヽ もつと反雀す

べなである。

(〆 班)ガ ラスを毅 つた シするといけ驚いか ら当然で鐘ないかo

(3壊 )A麟 らが遊/vで lfrた 器をそどで見ていた者 もいたのにヽ彼 らが駐

意できなかったことを講 じ合 多べ きで錬ないか。

(事 班)外で使爵すべ きボールだか ら当然であるがヽそのために機の彗

がポールを使爵で なず、球技大会○総習がで 彙なく老つた こと

な真気に考え よ |ゃ

1ク 裁)A懲 らばか 夕を責めたてるのは良 くない と思 つ争た崚たま∴撃が

運懸 ぐ懲鐵見つかつただ l19で、同様のことが 自分達にもお通つ

ていたか もしれまい。 露攀 8のみんながヽ生徒会のボールの取

りあつかいが雑く なり ていたか ら今灘の事件がおきたのでをまな

いか。

(ζ 班)自 分達はこんな観点か ら話 し合椰ま した。 ボール 1機か もヒノれ

な移が、 もしこのポールを新 しく購入するとヽ幕0傘0舞 糠当な ら

ば、ベルマータ ●アル ミ'1鸞3000点集め歳ければい llerな 稀 と椰 多

ことをもつと自分たちで 自党すべ 量である今

(2班1 1学期間 2の 8ががんばつた として も買えな軽のかol学 難の

全校のアル ミ缶を集めて もノ学年分のボールが買えな棒ナ。

(ι 班)先輩 らの努力に よって買入 したポールを生徒会か ら貸 して もlわ

っていることを忘れて、いつ も2～ 3人 で悪篤 していた。

よ… 2-9



゛議 lプ 合いをまとめ ぶ多鬱

みん なのポール と轟 多こ とを認識すべ 驚で ある中 1機3000鶏 で も 14｀ク

ラスで42000彎 、42巻30点 ベル マー タ 拳Tル ミ缶 を象集す る努力の ことを

考 えて使 お う。

(4)生 徒総会で蒼決選れそ かになった生徒会新聞の発行   風対 懇薯9票

①評議会での反曜 拳・・ バズ0塞濯

・ 前年度0様に一人一枚麗こ本すると多け とられ、紙が もつた移ない と移 争

意見があつた學

琳評議 員が、タラスにて説響不足があつた。 クテスでの議 し合裸Φ不活発

さがあらわれたのではないか..

・ よリー層ヽみんなに 多けいれ られる生徒会新薫づ くシをすべ きである。

評議員 も議力する。

●壺機会執行導 と委員会 ≧の連絡会                    ν

生徒会活動の中心 とな基犠籍部 と委議会委員長學連絡会 (昼食会)に バ

ズを取 静入れた拳生徒会参滋雛音ヤ轟 拳立案 争選鷲上の購議点を講 じ合 うと  喜

ともに、そ○鋳等を豊縫会麟闘湾縫介するととも韓一般生徒韓広報するこ

と藁よ多t白 分達●生徒会でネるとい か意鑽づ ぐ≫韓努力して榛る。

毎鸞士躍 銀OA裁 参時間に委員会が舞かれ、活動 しているがヽ次の爵曜 餞

に各委員畿 と執行機が昼食を持ちよ》、委員会活動を生徒会 としてヽ どう

バ ッタア ップするか講 t」 合稀ヽ委員会減動をよ参鷺発にしようとしている.

モ傑}O/〇
ア 書営難委員会・・・ 惨継作業な籍となった。

⇒修纏作業が大変だつた とい うことよ多も、廊下を走 らな軽で く

ださい とか、 こわさな棒で ください とい 多ことをPRす べ きでは

な軽か。   (生 徒会新聞 丸16)

イ・ 猥健委員会 '・ ・ つめ憐 多キャンペーンの実施について。

時掲示爵のB紙の提供だけでなく、理科クラブ婆協力を呼びかける。 f

生徒会新間でPRに つ とめる。   (生 徒会新聞 ヽ6)

吟生徒会 としてクテス備轟として
'め

鴛 シを1個静曖個購入 しては  ,
どうか。

“賛成"寺 3軽鬱 警翔 じ者 0つ めが長い●でヽ検査の時長かつ

た ら即響 毎せるために必要である。

“反対"中 ・ 本来、つめ響 ンは家でわこな多ものであ》ヽ学校

へ来て検査Φために切るようにな毎な穆か。

“結論"・・ 一度各タラスで話 し合い、再度傑健委員会で話 し

合 って終めよう。 もし必要ならば、生徒会は全

:   ぎ一£一 ノθ



4奉 生 徒 会 活 動 へ の 取 り組 み と学 議 会

(1猶 センチing動 の反省 (1年 喜轟学級会)

.今藝の よセンチ運動へ ど翁 ように取 齢《んだか説鴨な鶴 《・

☆合言葉 “みんなで 鹿15t yチ を達成 しよ多
野

を機路た先圏の学級会の報告を

聞 く。

☆参加状況 。まセyチ 持って来た人   ・・・ /ぶ 入

よセンチ以上持って来た人・・ 奪盤事人

忘れた人        °各寺 ギ人

☆第ご図おセンテ運動の収益   幕導,議 6巻 霧

寺班ですセンチ運動の反雀をする。 多ま くいつた裁 とヽ 多ま ≪稗かなかつた魂Φ

発表を聞 で。

☆轟 FJ9発 表

(ム )持 って来た人が多かったが忘れた人がいて残念だった。

(B)持 つて来 る0な すつか か志れて しまつた。

(響 )壊競争だ ,つ た傘でた く還ん持 って来た舎

(D)持って来た人は、忘れた人をカバ・―‐・できで よかつた。

(E}持 って来で もまセyチ ち ょうどだつた。

(F)持 って来 る人 と持 って来敬い人Φ豊が難だサた。

.多 ま く移った理 と、 多ま く藝かなか つた嚢の反省を鐘裸で どんな事を感 じたか。

.彗 標以上に取 歩く警ことのできた班 と、そ うでなかつた理 と、 どこか らや翁ちが

いが生まれたのか話 しあう。

(G〕 理競争のことしか考えていなかった。

(H)新 間を持って来 ようと棒 う意識の差があらわれた。・・・ ギ裁 基班

(I)みんなに勝ちたい と移 多意識の差。・・・ 感轟

(∫ )家 に基つた新間の差。

(要 }生徒会に鶴力し蓮歩とい 多気持ち◎整.奪 ‡。デ壌

(L}本 セ/チ以上持争耳来た人鐘豊縫会に感力 しよラと称 か気持ちが強 ≪ヽ

(涯 )二曇曇駐置見轟ま量豊輿l青れ象選重∫丁季II墨
で鍼ないが

 l轟

(N)生 徒会懸難 を離発に しヽ早 く簑轟 を見た狭か ら持 って来 た。 癬・・ 〆鐵

き 司会者が学級会のま と静をす る。

(司 会者 )・ 。まセ yチ 運動 を通 じで 典分達が生縫会に議力 してい る 争ちにヽ

自分達の生徒会 と繰 かことが あ れた感でわか つた と思います。 だか らヽ

みん なが協 力す る と問時 にヽ学校 ⑮鸞 轟を買 つた シ 奪衛事 お行 つた 警・

学校 で生活 してい くなかで役立 て為た論に棋集懸動 を して経 るo

(評 議 員〕・・・ 今 嘉の学畿会の薫見を もとは、 これか らも収集講動 を行 つて

い なますので、み な暮ん 亀協 力 じでヽ 中郡 中学校 警 ぷ勢よくしてい 轟 多.

お……成……ク



生徒の意識調査

/・ 生徒会に協力 ≧/よ うと篠 う気持 ちの基・ t017名

成ぉ家にあった新聞の難         ・ 毒繊10亀

θむ新麗を持 ってこようと株 多意志○撻  ・・ 攀 9堪

ギ。 まセyチ ユ止持って来ると藍た纂か らう。・ 2墓

ま・ 党錦⑭震係で持って来る参に整があった 。・ 1墓

る。考の権              ・・ 彗 4堪

(2猶 ti/チ 鐘動○取 》経み方に中いで {豫 年 8轟学級会)

議鐘「 最終 題に 露人忘れれが、取 幸に帰るれとによ≫、タテス0全員がま

セyチ運動に参驚することができた拳今後の政 》組み方なや漂て謡

し合わ 多。』

緞理で話 し合 多。

(ノ 棄)取 ンに帰つて豊かった。撃 夕に帰 らない と今度忘れる者が増え    ι

ると棒けな棒か ら。

(威 壌)今 理は取 勢に帰っはが、次理の 3セ ンチ運動に忘れた ら10セ ン    `
チ持って来させる。それで も忘れた ら20セ yチ にする。

(F筆 )10組 ① ように 2難 間で集める。 2轟 目に忘れた者が取 多に帰れ

ば、 慾難輔で ノ(餓 %が 達成で菫る。

(事 嚢}と 馨か く全員寿サて来たこと鐘事実であ り、生縫会か ら感謝検

が ちら史ぃることはいいことだ。

(ま 壌}ギ 範の意見通慮反対で、感謝状なんかいらな操と言ったもウソ

になるけど、 もっと真轟轟に取 勢組むべ驚だ。

(ι 寝)新聞を忘れた彗鐘、 もっとベルマータ、アルミ缶を持って来る

べきだ。

(7班 )実験、 2人土曜日の襲誕忘れたことは事実であ騰、取りに蜂っ

たことで、 χ貯%達成クテスとして、感謝状をも毎多○鐘かか

しいので
l・■ないか。                       :

(g襲}た った 2人のためにクラスの霧難がこわれようとしている.2
人はもっと密党すべ きである。

・ 儀畿の意見を聞いて再度謡 じ合お多。

(ギ 鐵}みんなが嬢 難ど多≫に新聞を持って来れたから、そほか 毎クラ

ス器雰轟気がよくなってい くと思 つし、とれから鐘感鐵状鐵ど

多で4も いいか ら全員が難澤陶によセンチ持ってこれるよかに警

力しよう会

(基 雛}尋 Φカテス韓亀凱業が中都中に 3人 もいる者や、新鋼お取って

毎毅経溝も軽るので、その分をみんな機鶴方でカバーできな移
・

か 心

よ― 凛 一 ∫
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タラス分のつめ切 シを購入する。

ウ・ 生活委員会 Ⅲ Ⅲ薔あいさ,キ ャンペ∵ソ○実施についで。

吟キャンペーンのクテスごとの取 シ組み0手動けに して もらう

ためにB紙・ マジッタを提供する。標轟ф募集なかこないヽ

立て看板を脱騨と室にかかげるф

時写真クラプllrt協 力を求拳、キャンペー y風 景を写真に して、

後 懇、説期を室に掲示する。

5・ ま とめ と今 後 の 議 饉

通の£年潤 ヽ生徒会結動が生後達の主体釣な活動になるように、全戦員で取

シ組んできた。一つ戴、生鸞指導爾 よ》、種々の存在感を育成するために、一

つは、生機達が主体的に鸞難で驚為よう藁 と、学級会に
縫バズ"を 取 り入れて

活動をすす拳て驚た。

「 ξセンチ運動」を核 として、生徒ゆ主体的な活動鐘、それ敬多中成果をお

さめて きた。 もちろん形式に流れる部分 (/ど貯 %拳 生徒が主体鋒敢轟鋳驚鐘を

もっていない とい う事)は あるが、全体 として、忘れた者の よ七ンチ分をカバ

ー しようとする雰囲気、土曜 日の午後取 シに帰つた ことではん とうに /4労 %達

成 した ことになるか と軽 か、 よ多轟壼な話 し合い浄ζできるようになった。考 じ

て、それ らが、本校の生徒会活動が よシ積極性を増 し、生徒 幾身に とつて自分

達の活動になって きた と考える。特に、 ぶ七yチ 運動を嬢 じ論とす碁収集難動

の収益金の使い進についての話 し合稀は充実度を増 じて きて秘為。

バズをflI麟 した話 し合軽、学級会活動によシ、 1柱徒全体のモ タル警高めつつ

ある。学級会にて、学級の諸問題を取 多あずつつ、積極釣な講 し合移を通 して

解決方法を見い轟した シ、全員が一人ひと役で学級の係活動を分難 し、資儀 と

仕事の遂行の喜びを感 じる中で、集騒への連蕎感や全体のモ ラルを 高めるこ

とができつつある。生徒会の主体者 として生徒会に参加する意識
.浄菫―層轟凄 毎

れ、真の よ多上椰学級づ く》ヽ学校づ 《》を前堤 とした競動に参加できるよ多

になった争そのため、大規模校にもかかわ らず、大 量な非行爾題 も発壺するこ

とな く、生徒の教師への信頼 も大きい と考え られる。生徒にとって も、 自分達

の責任のある行動が、 自分達の 自主的な取 勢組みの経をひろば、 よ多活動傘場

を保障され るとい う、 よい循環が生まれつつある。

今後の課題 として次の点があげ られる。

①評議員の力量の問題 (リ ーダーの養成)。

③参加生徒の生徒会活動に対する意識の間憲。

③生徒会活動の時間的確保ゥ

○学級会でのバズをよ)一 層学習活動 tr4広げて棒 ぐこと拳

これ らを―夕ひと
'解

決 してい くことによ》、バズ学習の研究をよ》一層す

すめてい きた棒。

ま一 £一 ノ/
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問      題

授業ここ舞する学奮指導活動でこま、その計轟がら実施、さ基盤評奮理こ至る基フェイズ機五ミこ義 /● |=
攀灘 して考えごことこまできなぃ。サ雛して考えごことこまできない。
績業数善をめざして彎ェ夫喜ょ、それがなどえ―諄のフェィズここかかわるも中でも、難織ず

=   
‐

イズの内容を変えず tこ すむ壕金tま 少ない。計轟、寅維、評籍簿豊運竜ここわた手再点裁なモ寿南   |
畿詩舞係づけ鍛授点から行なう必要が轟てく導。 本研究では、薇難体育科、柔通の耀難で、   |
簸喪典警髪きと考えられるま旨導手続き 〔賞攣幾諄 1)、 グ

4ル
ーT・ 圭導入 讐た指導手範言 {寅験条

件 董)、 誓、集甕義髪邊を 1■ らっ亀1驚 導手続 き く実験条件麗)、 メ
:ヽ 集轟蕪ここおけ尋掛無減動を導  ::

Aし 彙発導手簑 奪 く実験墨詩訂≫、ここっもヽで学習魏難を搬諄として横計す轟黎な起、学習鶴黒i

義鏡縫鋳篭域と尊
=ζ

等鍾域織爾曇館鎮ここつヽヽ雪である中
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攀継手嚇不得薫な:覇 を指擁 。

i妻導する。
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